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1．六方晶 YMnO3のマルチ物性測定     2．遷移金属酸化物における熱伝導度測定

固体にパルス光が照射されると，電子的な励起（1 

ps）・フォノンが励起に伴う格子温度の上昇（数 ps）、急

激な温度上昇に伴う shockwave の発生及び固体中へ

の伝播（数 10 ps）、熱伝導を起因とする試料表面の温

度低下（数 1000 ps）が起こる。本研究では，六方晶マ

ンガン酸化物 YMnO3 の ab 面と ac 面に対して，ポン

プ光照射後 5000 ps までのプローブ光の反射率変化

を測定することで，様々な時間スケールで現れる物性

を一度に測定した。 

図 1(a)は ab面におけるポンプ光照射後 0.3 ps、1 ps、

40 ps、5000 ps における光誘起反射率変化スペクトル

である。1.65 eV 付近に存在する d-d 遷移に対応する

光学伝導度のピークが，電子励起により抑制され（0.3 

ps），格子温度上昇に伴い低エネルギー側にシフトし

ている（1 ps以降）。図 1(b)は ab面、ac面に対しての波

長 1.4 eVにおけるポンプ光照射後 50 psまでの反射率

変化の時間依存性を比較した結果である。どちらの面

においても shockwaveが観察されているが，ac面と比

較して ab 面における周期が短くなっている。これは音

速が ab 軸方向に比べて c 軸方向に速いことを意味し

ている。図 1(c)は ab 面、ac 面に対しての波長 1.65eV

における 5000 ps までの反射率変化の時間依存性を

比較した結果である。ac面と比較して ab面は反射率変

化の減少が速くなっている。これは c 軸方向の熱伝導

度が ab 面内の熱伝導度よりも大きいことを示唆してい

る。この結果は過去の熱伝導度測定の結果と一致して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

透明な LSAT 基板上に作成された SrVO3 (SVO)と

SrTiO3 (STO)の超格子薄膜に励起光としてポンプ光を

照射すると, 瞬間的に不透明な SVO のみが光を吸収

し温度が上昇する。その後，SVO から STO や LSAT

基板 へと熱伝導方程式に従う熱流が生じる。光学定

数は温度変化に比例して変化するため，ポンププロー

ブ 分光測 定 で 得 ら れ る 光 誘起反 射率変 化

∆𝑅 𝑅⁄ (𝑡𝑑 , 𝜔)の時間依存性を解析することで，薄膜の

熱伝導度 κ を求められる。本研究では 1 層あたりの膜

厚が異なる超格子薄膜試料を複数用意して熱伝導度

の測定を行った。 

 図 2（a）は 1層あたりの膜厚が 30nmの超格子薄膜試

料(SVO 30 nm – STO 30 nm)ｙの波長 1.2 eVにおける

ポンプ光照射後の光誘起反射率変化の時間依存性を

示したもので，κ を2W Km⁄ とした時, 実験結果をフィッ

ティングすることができた。 

 上記の手法をバルク試料にも適用し，BaV10O15 の研

磨面に対しても同様の測定を行った。図 2（b）は、波長

1.2 eV・2.5 eVにおける pump光照射後の光誘起反射

率変化の時間依存性を示したもので，κ を2W Km⁄ とし

た時, 実験結果をフィッティングすることができた。 

 以上より，ポンププローブ分光法を基にした手法によ

り熱伝導度を見積もることが可能であることが分かっ

た。 
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図 1 

（a） 光誘起反射率変化スペ

クトル 

（b） Δ𝑹 ⁄Rの時間依存性依

性（～50ps） 

（c） Δ𝑹 ⁄Rの時間依存性依

性
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図 2 遷移金属酸化物における光誘起反射

率変化とフィッティング 
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